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●福祉協力校

●地域支え合いフォーラム ほか

●さばえ♡いきいきサポーター

●ボランティア保険 ほか

●各種養成講座 など

●各種相談

　
鯖
江
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
市
内
の
小
中
学
校

を
『
福
祉
協
力
校
』
に
指
定
し
、
学
校
ご
と
に
福
祉
に
つ

い
て
の
知
識
や
経
験
を
積
ん
で
も
ら
う
福
祉
学
習
を
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。
福
祉
学
習
は
、
職
員
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
学
校
に
出
向
き
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
車
椅
子
の
介
助
方
法
や
、
視
覚
障
が
い
者
や
高
齢
者

の
疑
似
体
験
を
行
い
、
高
齢
者
の
身
体
的
特
徴
や
か
か

わ
り
方
を
学
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
年
１
回
福
祉
協
力
校

担
当
教
員
が
集
ま
っ
て
連
絡
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
各
学
校
の
福
祉
教
育
の
取
り
組
み
を

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
」
に
お
い
て
展
示
を
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
お
弁
当
と
一
緒
に
神

明
小
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
が
毎
月
１
回
、
自
分

た
ち
の
学
校
生
活
の
近
況
や
利
用
者
に
向
け
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

思
い
や
り
の
心
で

つ
な
が
る
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り

高齢者疑似体験

車椅子体験

アイマスク体験

福祉協力校連絡会

福祉協力校活動紹介展

心のこもった手紙作成



　鯖江市内10地区には地区社会福祉協議会(略称:地区社協)
が設置されています。
　その一つ鯖江地区社協では、地区高齢者のための地域支え
合いの仕組みづくりについて考えるフォーラムを、昨年11月
26日(月)に鯖江公民館で開催しました。
　参加者は、地区社協理事、区長、民生委員児童委員、福祉
委員、地区老連理事、市商店街連合会、地域包括支援サブセ
ンター、市長寿福祉課など60名ほどでした。
　初めは実践発表で、住吉町３丁目区長さんがこれまで６年
間のご近所福祉ネットワーク活動の取り組みを、また本町４
丁目の民生委員さんが大雪時の壮年会の活躍をそれぞれ発表
しました。次に地域支え合い推進員さんが地区高齢者の実態
や虚弱高齢者の困りごとなどを話しました。その後は参加者
の皆さんでのワークショップになりました。まず、虚弱な高
齢者の困りごとを「できそうなこと」と「できそうでないこと」

に分けました。そして「できそうなこと」をどのような方法で支援できるかについて話し合いました。
　これからもこのような活動を進めていき、地域の福祉力の向上に努めます。

(1) 組織の設置
　　（要綱や会則等で福祉部会等を設置し活動している町内）

ご近所福祉ネットワーク活動実施状況 割合町内数

12.4％19町内

(2) 会議の設置
　　（今のところ要綱や会則等で福祉部会等を設置することはしていないが、会議
　　の開催等の活動をしている町内）

7.1％11町内

(3) 町内会役員会と一体化
　　（福祉部会等で想定される役員を含めて町内会の役員会を開催し、実際に福祉
　　課題を話し合うなどの活動をしている町内）

7.8％12町内

27.3％42町内

2さばえ 社協だより

　毎月第４土曜日に開催している河和田町レインボーサロ
ン、参加者は11名で毎回わいわいと楽しくやっています。
　春には寄せ植えや西山公園に花見、年間通じては、だん
ご、お好み焼きなどの食事づくり、冬には忘年会とみんなの
心はひとつでいい調子！すっかり盛り上がっています。

鯖江地区で地域支え合いフォーラム開催
－各地区で福祉のまちづくりが進んでいます－

平成30年ご近所福祉町内体制の整備状況を報告します

　毎　毎月第月第４土４土曜日曜日に開に開催し催していている河る河和田和田町レ町レインイン

河和田町レインボーサロン河和田町レインボーサロン
～河和田町会館～

サロン会　みんなで楽しく　わいわいと

サロンで
一句

計　（全町内数は154町内）



１ ２
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さばえ♡いきいきサポーター
（レクサポ）の活動紹介
さばえ♡いきいきサポーター
（レクサポ）の活動紹介
さばえ♡いきいきサポーター
（レクサポ）の活動紹介
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活動は、１会場３人で行います。事前に
メンバー同士で連絡をとり介護予防教室
で何をするか、どの様にすすめていくか
など話し合います。今回は、サイコロ
ゲームと体操に決定しました。

当日は、介護予防教室が行われている場
所に早めに行き、最終打ち合わせや会場
の雰囲気を味わいます。
そしてまずは、みなさんに自己紹介です。

参加者と体操やゲームを始めます。
「笑って会話をしてレクサポ自身も楽し
む」をモットーに、３人でチームワーク
よく支援していきます。

　人間関係づくりに必要な「傾聴」の基礎知識や手法を学びました。講座
終了後は、傾聴ボランティアとして高齢者のお宅に訪問しています。来
年度もこの様な養成講座を開催する予定です。関心のある方は、ぜひご
相談ください。

活動終了後、よかった点や反省点を話し
合います。笑顔がよくみられた事やほどよ
く動いていただけた事がよかった点でした。
また年に３回研修会を開催、活動の振り
返りやスキルアップを図ります。

介護予防の普及・啓発を図るため介護教室でさばえ♡いきいきサポーターが活躍されています。

今回は、さばえ♡いきいきサポーターのレクリエーションサポーター（レクサポ）の活動を紹介します。

平成30年度傾聴ボランティア
　　　　養成講座を開催しました！



生活福祉資金貸付制度のご案内

4さばえ 社協だより

　平成31年４月以降のボランティア活動保
険の加入の受付を行っています。
　ボランティア活動保険は、安心してボラン
ティア活動をしてもらうため、ボランティア
活動中にケガや事故にあった際に作動する保
険です。
　ボランティア活動をしている人、これから
ボランティア活動をしたいと考えている人な
どは加入してください。
　他にもボランティア行事保険や、福祉サー
ビス総合補償などいくつか種類がありますの
で、どの保険に加入したらいいか迷われた際
は鯖江市社会福祉協議会までお問い合わせく
ださい。

　国内における「自発的な意思により他人や社会に貢
献する無償のボランティア活動」で次の①から③まで
のいずれかに該当する活動が対象です。

①グループの会則にのっとり企画・立案された活動で
あること（グループが社会福祉協議会に登録されて
いることが必要。）

②社会福祉協議会に届け出た活動であること
③社会福祉協議会から委嘱された活動であること

ボランティア活動保険
の加入受付中

対象となる活動

保　険　料

基本タイプ

天災タイプ

350円

500円

510円

710円

Ａタイプ Ｂタイプ

※天災タイプでは、天災（地震、噴火または津波）に起因する
　被保険者自身のケガを補償します（天災危険担保特約条項）
　が、賠償責任の補償については、天災に起因する場合は対
　象になりません。

　鯖江市共同募金委員会では、自分のまちを少しでも良くしようとがんばっているボランティアグルー
プ・団体の福祉活動を応援します。 

　生活福祉資金貸付制度は、所得の少ない世帯、障がい者や介護を必要とする高齢者がいる世帯の生活の
安定と経済的自立を図ることができるように資金を貸し付ける制度です。
（所得による制限があります）

◆募集期間　平成31年４月１日～５月31日
◆助 成 額　１事業あたり限度額10万円以内（対象経費の75％以内）
◆申請方法　４月１日から鯖江市共同募金委員会（市社協内）窓口で実施要領・申請書をお渡しします。
◆そ の 他　助成は平成32年度となります。
◆助成対象　鯖江市の区域内で、草の根的に活動しているボランティアやＮＰＯ・市民団体などが行う
　　　　　　福祉事業の活動費・備品費
　　　　　　※助成の対象とならない事業もありますので、詳細は
　　　　　　　実施要領をご確認ください。
◆問合せ先　鯖江市共同募金委員会（鯖江市社会福祉協議会内）
　　　　　　鯖江市水落町２丁目30-1　アイアイ鯖江内　☎51-0091
　　　　　　ＵＲＬ　http://www.sabae-shakyo.or.jp/

◆貸付限度額　資金の種類により異なります。
◆問 合 せ 先　鯖江市社会福祉協議会　　☎51-0091
　　　　　　　福井県社会福祉協議会　　☎（0776）24-4987

＊貸付制度をご利用になるには、いくつかの要件がありますので詳細はお問い合わせください。

さばえのまちづくり応援

生活福祉資金貸付制度のご案内

～赤い羽根共同募金助成事業公募のお知らせ～



●対　象　視覚障がい者の福祉に理解と熱意を持ち、
　　　　　受講後は音訳活動が可能な方
●日　時　５月15日（水）～（全10回）
　　　　　毎月第３・４水曜日
　　　　　９時30分～ 11時30分
●場　所　アイアイ鯖江・健康福祉センター
●受講料　864円（テキスト代）
●定　員　10名
●〆　切　５月10日（金）まで
●修了後　音訳ボランティアくさぶえに加入しての
　　　　　音訳活動をお願いします。
　　　　　・広報紙の音訳ＣＤ作成（スタジオで）
　　　　　　（毎月25日～ 30日に集まって編集）
　　　　　・音訳勉強会への参加
　　　　　　（毎月第２水曜日　９時～ 11時）

　音訳する上での声の発し方や聞き取りやすい表現
方法など「音訳」を行うために必要な知識や技術を習
得するための講座を開催します。

●対　象　聴覚障がい者の福祉に理解と熱意を持ち、
　　　　　受講後は手話活動が可能な方
●日　時　４月17日（水）～（全46回）
　　　　　毎週水曜日　19時～ 21時
●場　所　アイアイ鯖江・健康福祉センター
●受講料　3,240円（テキスト代）
●定　員　20名
●〆　切　４月15日（月）まで

　聴覚障がい者の生活及び関連する福祉制度等につ
いて理解と認識を深めるとともに、手話で日常会話
を行ができる技術を習得することを目的とした、手
話教室（手話奉仕員養成講座）を開催します。

●対　象　視覚障がい者の福祉に理解と熱意を持ち、
　　　　　受講後は点訳活動が可能な方
●日　時　５月13日（月）～（全20回）
　　　　　毎週月曜日　９時30分～ 11時30分
●場　所　アイアイ鯖江・健康福祉センター
●受講料　1,080円（テキスト代）
●定　員　８名
●〆　切　５月８日（水）まで
●修了後　点訳グループに加入しての点訳活動をお
　　　　　願いします。
　　　　　・広報紙の点訳
　　　　　　（毎月広報紙発行後に編集作業）
　　　　　・定例会への参加

　パソコンや点字板を使用しての点字の打ち方や、
点字を打つ時の注意点など「点訳」を行うために必要
な知識や技術を習得するための講座を開催します。

●日　時　６月４日（火） ７月２日（火）
　　　　　９月２日（月） 10月８日（火）
　　　　　11月５日（火） 12月２日（月）（全6回）
●場　所　アイアイ鯖江・健康福祉センター　栄養実習室
●時　間　午前10時～午後１時まで
●参加費　4,200円／６回
●定　員　10名（5名以下の受講者の場合は中止となります）
●申込開始　４月１日（月）
●申込締切　５月24日（金）まで

　市内在住のおおむね65歳以上の男性で初心者の方
を対象に、料理の基礎を学び家庭でも簡単に楽しめ
る料理の講習会を開催します。健康な食生活の基本
も学びましょう。

音訳ボランティア養成講座 手話奉仕員養成講座
～入門・基礎課程～

点訳ボランティア養成講座 チャレンジクッキング
参加者募集

2019年度
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申込・お問合せ　鯖江市社会福祉協議会　ＴＥＬ ５１-００９１　電話対応　平日８時３０分～１７時３０分（土・日・祝祭日は除く）

家
事
力
Ｕ
Ｐ

家
事
力
Ｕ
Ｐ

家
事
力
Ｕ
Ｐ

皆さん、真剣に取り組んでいます。 ご飯の炊き方、だしから味噌汁を作ります。



各種相談・交流の場の案内 　社会福祉協議会では、様々な相談や交流の場を
提供していますので、ぜひ活用してください。

無料法律相談 13：30～16：30
弁護士が法律に関する相談に応じます
※相談日の１週間前から予約開始

同じ障がいのある方がカウンセラーとなり
相談に応じます

相談日時・場所は、希望に応じて調整します

４/１、15
５/13、20

たくみ会
（発達の悩み
相談会）

16：00～18：00

障がいのある児童の保護者のための相談・
交流の場です
会場　デイサービスセンター なかま　3F
　　　（軽作業室機能回復訓練室）

心配ごと相談 13：30～15：00民生委員が福祉に関する相談に応じます
４/９、23
５/14、28

結婚相談 19：00～21：00結婚相談員が結婚に関する相談に応じます
４/３、17
５/15

４/26
５/24

ボランティア
サロン

13：30～15：00ボランティアの交流の場です 毎月第1・3土曜日

高齢者向け
囲碁・将棋

ピアカウンセ
リング

13：00～16：00自由に集い、生きがい・仲間づくりの場です 毎週土曜日

時間相談内容 開催日

問合せ先　アイアイ鯖江　☎51‐0091

問合せ先　鳥羽事業所　　☎51‐1839

▶社会福祉法人 鯖江市社会福祉協議会  〒916-0022 鯖江市水落町 2丁目 30番 1号 アイアイ鯖江・健康福祉センター内

▶TEL（代）0778-51-0091   FAX  0778-51-8079

▶鳥羽事業所  〒916-0017 鯖江市神明町 5丁目 5番 37号　▶TEL  0778-51-1839   FAX  0778-51-8805
デイサービスセンターなかま　放課後等デイサービスセンター・日中一時支援

総務課 　　　地域福祉・総務係 /鯖江市ボランティアセンター
介護保険課　　居宅介護支援事業所 /ホームヘルプサービスセンター /神明地区地域包括支援サブセンター
 　　　デイサービスセンター /訪問入浴サービスセンター
鯖江市共同募金委員会

鯖江市高齢者・障害者日常生活自立支援センター　鯖江市障害者生活支援センター

▶ふれあいの家  〒916-1105 鯖江市吉谷町 23-11　▶TEL  0778-77-0023   FAX  0778-77-0023
認知症対応型通所介護事業所

　自然科学が真理を探究していることに異論はないと思われるが、新しい発見が過去の概念を修正しながら進歩す

るので、宗教の様に絶対の学問ではないという主張をする人がおられる。

　宗教に対して説を述べる立場にはないけれども、宗教もカトリックから、プロテスタントが生まれ、仏教も小乗

仏教、大乗仏教が分れ、日本で鎌倉仏教が始まっている。従って、宗教と言えども、過去を否定するのではないけ

れども、過去のままでないことも事実であろう。

　そうした思想の流れの中で、何が真理であるのかは容易には判らない。皆が、自分が正しいと思うからである。

近頃は新しいものは良いものだと陳説を述べて、それを真理であるかの如く主張する姿勢では、真理は近づくのか、

遠ざかるのか、右往左往するだけなのか判らない。したがって、真理を探究する者は常に、自分の考えが正しいだ

ろうかと反省する心が必要なのである。この自己をも否定的に見る懐疑精神が無かったとしたら、真理は求められ

ないからである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（T.Y.S.）

悲田院 No.57「未来へ」

＊ご寄付をいただきありがとうございます＊

匿　　名  1/16 3,194円

社会福祉協議会への寄付は税制控除の対象となります。
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